
　各常任委員会は、11月30日、付託された一般会計補正予算等の３案件（総務常任委員会１議案、
民生教育常任委員会１議案、１陳情）について審査を行いました。
　なお、委員会の主な審査内容は次のとおりです。

《
一般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）》

・
加
須
Ｉ
Ｃ
東
地
区
産
業
団
地
整

備
推
進
事
業

問
　
現
時
点
で
の
買
収
状
況
は
。

答
　 

全
体
の
面
積
が
、
15
万
８
千

５
８
０・
９
９
平
方
メ
ー
ト
ル
、

買
収
面
積
が
、
15
万
４
千

８
５
８
・
９
９
平
方
メ
ー
ト
ル
で

あ
り
、
97
・
65
％
が
買
収
済
で
す
。

・
子
育
て
総
合
相
談
事
業

問
　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
内
容
は
。

答
　
加
須
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
専

用
の
相
談
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
安
心
し
て
妊
娠
、
出
産
、
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、
助
産
師

等
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
母
子
保

健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
保
育
士

等
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
子
育
て

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置
し
て
、

子
育
て
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・
住
宅
改
修
等
需
要
促
進
事
業

問
　
年
間
の
申
請
数
は
、
昨
年
度

と
比
較
し
て
ど
れ
く
ら
い
か
。

答
　
平
成
28
年
度
は
２
３
９
件
、

平
成
29
年
度
は
11
月
末
時
点
で
、

２
３
４
件
の
申
請
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
溢
水
対
策
整
備
事
業

問
　
南
大
桑
地
内
の
具
体
的
な
場
所
は
。

答
　
流
通
業
務
団
地
の
一
番
東
側

の
安
田
倉
庫
株
式
会
社
付
近
の
道

路
冠
水
箇
所
で
、
第
二
次
加
須
市

溢
水
対
策
計
画
の
対
象
箇
所
で
す
。

・
学
習
指
導
改
善
研
究
事
業

問
　
水
深
小
学
校
の
「
次
代
に
語

り
継
が
れ
る
レ
ガ
シ
ー
創
出
事

業
」
の
具
体
的
内
容
は
。

答
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
や
競

技
種
目
に
つ
い
て
、
ア
ス
リ
ー
ト

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
精
神
の
知
識
理
解
、
競
技

者
や
指
導
者
を
招
い
て
の
体
験
活

動
・
講
演
活
動
な
ど
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
体
験
さ
せ
る
場
を

設
け
、
研
究
し
て
い
く
も
の
で
す
。

委員長
　小勝裕真
副委員長
　松本英子
委員
　齋藤理史
　中條恵子
　小坂　裕
　酒巻ふみ
　吉田健一
　鈴木久才
　小林信雄
　小坂徳蔵

委員長
　大内清心
副委員長
　小林利一
委員
　金子正則
　新井好一
　鎌田勝義
　池田年美
　及川和子
　齋藤和雄
　平井喜一朗

《
加
須
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
》

問
　
使
用
料
の
設
定
に
関
し
、
利

用
者
の
声
を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

せ
た
の
か
。

答
　
野
球
場
を
整
備
す
る
に
当
た

り
、
野
球
連
盟
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
野
球
部
会
な
ど
の
代
表
者
と
話

し
合
い
を
行
い
、
了
解
を
得
ら
れ

て
い
ま
す
。

問
　
使
用
料
の
免
除
、
減
額
に
つ

い
て
は
。

答
　
加
須
市
都
市
公
園
条
例
施
行

規
則
第
８
条
の
使
用
料
等
減
免
の

基
準
に
よ
り
、
免
除
、
減
額
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

民
生
教
育
常
任
委
員
会

１
議
案
　
可
決

《「
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で
き

る
年
金
制
度
」
を
創
設
す
る
た
め

の
陳
情
》

問
　
年
金
支
給
を
毎
月
払
い
に
す

る
と
関
係
機
関
の
経
費
や
事
務
負

担
が
大
き
く
な
る
の
で
は
。

陳
情
者
の
答
　
承
知
は
し
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
毎
月
払
い
の
強
い

要
望
が
あ
り
ま
す
。

意
見
　
給
与
生
活
者
が
毎
月
支
給

と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
年
金
の
毎

月
支
給
は
妥
当
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
支
給
開
始
年
齢
引
き
上
げ

を
行
わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

将
来
の
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
も

大
事
で
す
。

意
見
　
年
金
は
制
度
的
問
題
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
国
の
制
度
で

あ
り
、
継
続
的
に
国
の
動
向
を
見

守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１
議
案
　
可
決

１
陳
情
　
継
続
審
査

常任委員会の審議内容
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